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仮想マシンの展開について
Intercloud Fabricでは、仮想マシン（VM）を作成して、その VMに仮想データセンター（VDC）
を関連付けることができます。また、VMを Intercloud Fabric Cloudに移行することもできます。

注意事項と制約事項
•アウトオブバンド操作は、IntercloudFabricではサポートされません。クラウドプロバイダー
のポータルから仮想マシンを終了させると、Intercloud Fabric GUIにステータスが反映されま
せん。

•仮想マシンの展開に必要なすべてのポートプロファイルを、IntercloudFabricを使用して作成
する必要があります。

• Intercloudネットワークポリシーの作成に必要なすべてのポートプロファイルを、Intercloud
Fabricを使用して作成する必要があります。

•トランクポートは、クラウドの仮想マシンではサポートされません。

•トランクポートは、クラウドに移行される仮想マシンではサポートされません。
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• Microsoft Azureでは、クラウド内の仮想マシンを終了させると、その仮想マシンは終了しま
すが、ストレージからイメージが削除されないため、プロバイダーによる仮想マシンへの課

金は継続されます。ストレージとイメージを削除するには、仮想マシンの作成に使用された

テンプレートを Intercloud Fabric GUIを使って削除します。

• IntercloudFabricとクラウドプロバイダー間のネットワーク接続が遅いと、仮想マシンの移行
など、イメージのアップロード操作が失敗することがあります。イメージが 12時間以内に
アップロードされない場合、その操作は失敗したことになり、Intercloud Fabricによってイ
メージのアップロードが再試行されます。

•特定のシスコクラウドサービスプロバイダーでは、仮想マシンの移行後、仮想マシンイ
メージに対して sysprepを実行する必要があります。 sysprepを実行すると、Windows管理者
パスワードのリセットや参加先ドメインからの仮想マシンの削除など、仮想マシン内の一部

の設定が変更されます。 sysprepの実行によるこれらの影響に対処するために、クラウドプ
ロバイダーに仮想マシンを移行した後は、次の点に注意してください。

1 Windowsパスワードは、Assign VMダイアログボックスの [VM Name]フィールドに入力
した仮想マシンの名前にリセットされます。仮想データセンターへの仮想マシンの割り

当てを参照してください。仮想マシン名が 10文字未満の場合は、仮想マシンの名前にリ
セットされたパスワードに、10文字の制限を満たすために必要な文字数が付加されます。

2 仮想マシンがドメインに属していた場合は、移行が完了して、プライベートクラウドの

ネットワークへの接続が復旧した後に、その仮想マシンを手動でドメインに再参加させる

必要があります。

• Intercloud Fabric Cloudからプライベートクラウドに仮想マシンを移行する前に、仮想マシン
のプライベートクラウドに十分なストレージ容量があることを確認してください。

• Intercloud Fabric Cloudからプライベートクラウドに仮想マシンを移行する前に、デフォルト
のコンピューティングポリシーにリソースプールを追加する必要があります。これにより、

移行時に [Migrate VMBack on Premise]ウィンドウで、その追加したリソースプールを選択で
きるようになります。

• Intercloud Fabric Cloudからプライベートクラウドに仮想マシンを移行する前に、移行する仮
想マシンのポートプロファイルが、移行先プライベート VDCのネットワークポリシーの
ポートプロファイルと完全に一致していることを確認してください。

•プライベートクラウドから Intercloud Fabric Cloudに仮想マシンを移行する前に、移行する仮
想マシンのポートプロファイルが、移行先 Intercloud Fabric Cloud VDCのネットワークポリ
シーのポートプロファイルと完全に一致していることを確認してください。

•
• Amazon Web Service（AWS）は、特定の EC2インスタンスタイプに対して拡張ネットワー
キング機能をサポートしています。 AWSにWindows仮想マシンを移動するには、Windows
仮想マシンに Intelドライバをロードする必要があります。

◦ ◦ AWSの拡張ネットワーキング機能の詳細については、『Enhanced Networking』を
参照してください。
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◦ Windowsで拡張ネットワーキング機能を有効化する方法については、『Enabling
Enhanced Networking on Windows』を参照してください。

◦

• Intercloud Fabricでは、最大 8台のディスクと共に、仮想マシンと仮想マシンテンプレートを
移行できます。

• Linuxベースの仮想マシンでは、fstab (/etc/fstab)および grubコンフィギュレーション
ファイル（/boot/grub/menu.lst）で、永続名を使用してディスクを参照する必要がありま

す。ディスクの永続的な名前として UUIDまたはラベルを使用できます。

• Linuxベースの仮想マシンでは、特定バージョンのデフォルトのDVDカーネルのみがサポー
トされます。

•一時仮想マシンについて

◦ Amazon Web Servicesで Linux仮想マシンを作成し、アップロードしたイメージをホス
トする場合は、Intercloud Fabricによって一時的な仮想マシンが作成されます。

◦ Intercloud Fabricは、一時的な仮想マシンに対して PNSC IP Address tmp UUID形式の命
名規則を使用します。

◦ Intercloud Fabricは、300 GBのディスク容量を備えた c3.largeインスタンスタイプの一
時仮想マシンを作成します。

◦ IntercloudFabricは、一時仮想マシンのディスク使用状況をモニタし、必要に応じて新し
い一時仮想マシンを作成します。

◦作成される一時仮想マシンはリージョン固有であり、IntercloudFabricは同じリージョン
内でその一時仮想マシンを再利用します。

◦ Intercloud Fabricは、非アクティブな状態が 12時間続くとその一時仮想マシンを終了さ
せます。

• Cisco Intercloud Fabricは、VM要件に最も合致するプロバイダークラウドの VMインスタン
スを選択します。

前提条件
•プロバイダークラウドのアカウントを作成しておきます。

• Intercloud Fabricインフラストラクチャコンポーネントをインストールしておきます。

• Intercloud Fabric Cloudを作成しておきます。

•必要なポリシーを設定しておきます。

•次のポートでトラフィックを許可するように、ゲストオペレーティングシステムのファイ
アウォールを設定しておきます。
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◦ TCPトラフィック（SSH）用のポート 22

◦ TCP用のポート 6644

◦ UDP用のポート 6644

• Cisco Intercloud Services – Vおよび CloudStackの場合は、ゲスト VMに vmware-toolsがイン

ストールされている必要があります。

• Linux VMの場合は、SSH、SCP、sudo、mkinitrdバイナリをインストールしておきます。

仮想マシンの展開ワークフロー
仮想マシンの展開は、以下の手順で行います。

手順

ステップ 1 仮想マシンを作成する。

a) ポリシーを作成する。
ポリシーの作成, （5ページ）を参照してください。

b) 仮想データセンター（VDC）を作成する。
Intercloud Fabric仮想データセンターの作成, （14ページ）を参照してください。

c) イメージを更新する。
Intercloud Fabricへのイメージのアップロード, （19ページ）を参照してください。

d) テンプレートを作成する。
Intercloud Fabric Cloudでのテンプレートの作成, （21ページ）を参照してください。

e) テンプレートにカタログを追加する。
テンプレートへのカタログの追加, （22ページ）を参照してください。

f) サービスリクエストを作成する。
サービス要求の作成, （24ページ）を参照してください。

ステップ 2 仮想マシンを Intercloud Fabric Cloudに移行する。
a) プライベート仮想データセンター（VDC）を作成する。
プライベート仮想データセンターの作成, （17ページ）を参照してください。

b) 仮想マシンを Intercloud Fabric Cloudに移行する。
Intercloud Fabric Cloudへの仮想マシンの移行, （27ページ）を参照してください。

ステップ 3 プライベートクラウドに仮想マシンを移行する。

a) Intercloud Fabric仮想データセンター（VDC）を作成する。
Intercloud Fabric仮想データセンターの作成, （14ページ）を参照してください。

b) プライベートクラウドに仮想マシンを移行する。
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プライベートクラウドへの仮想マシンの移行, （28ページ）を参照してください。

仮想マシンの作成

ポリシーの作成

仮想マシンの展開の成功は、次の項目を適切に設定することによって決まります。

手順

ステップ 1 ユーザグループ

ユーザグループの作成, （9ページ）を参照してください。

ステップ 2 ユーザの追加

ユーザグループへのユーザの追加, （11ページ）を参照してください。

ステップ 3 スタティック IPプールポリシー
スタティック IPプールポリシーの作成, （8ページ）を参照してください。

ステップ 4 Intercloud Fabricネットワークポリシー
Intercloud Fabricネットワークポリシーの作成, （5ページ）を参照してください。

ステップ 5 Intercloud Fabricシステムポリシー
Intercloud Fabricシステムポリシーの作成, （7ページ）を参照してください。

ステップ 6 VMwareネットワークポリシー
VMwareネットワークポリシーの作成, （12ページ）を参照してください。

ステップ 7 VMwareコンピューティングポリシー
VMwareコンピューティングポリシーの作成, （13ページ）を参照してください。

Intercloud Fabricネットワークポリシーの作成
Intercloud Fabricネットワークポリシーを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Network]の順に選択します。

ステップ 3 [Network]ウィンドウで、[Intercloud Network Policy]タブをクリックします。

ステップ 4 [Intercloud Network Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。
[Add Intercloud Network Policy Information]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Add Intercloud Network Policy Information]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークポリシーの名前。[Policy Name]フィールド

ネットワークポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

Intercloud Fabric Cloudネットワークポリシーの
名前。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

既存のNICを選択するか、新しいポリシーを作
成します。

[NICs]ドロップダウンリスト

仮想マシンネットワークのNICのエイリアス。[NIC Name]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、NICが
編集不可になります。

[Mandatory]チェックボックス

クリックして、ポートプロファイルまたはポー

トグループを選択します。

[Port Groups]ボタン

リストからポートプロファイルまたはポート

グループを選択します。選択するポートグルー

プが VMware vSwitchまたは Cisco Nexus 1000V
スイッチのポートグループである場合、その

ポートグループは Intercloud Fabric VSMで自動
的に作成されます。

Cisco Nexus 1000Vスイッチを
IntercloudFabricに追加しておきます。
ネットワーク要素の追加を参照して

ください。

（注）

[Port Profile Name]チェックボックス

ネットワークポリシーの IPアドレスタイプを
選択します。

[Select IP Address Type]ドロップダウンリスト
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説明名前

リストからスタティック IPプールポリシーを
選択します。

このフィールドは、[Select IP Address Type]ド
ロップダウンリストから [Static]を選択すると
表示されます。

[Static IP Pool]ボタン

保存する場合にクリックします。[Save NIC]ボタン

ステップ 6 [Submit]をクリックします。

Intercloud Fabricシステムポリシーの作成
Intercloud Fabricシステムポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [System Policy]の順に選択します。

ステップ 3 [System Policy]ウインドウで、[Intercloud System Policy]タブを選択します。

ステップ 4 [Intercloud System Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。
[Add Intercloud System Policy Information]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Add Intercloud System Policy Information]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

システムポリシーの名前。[Policy Name]フィールド

システムポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

VMテンプレートの名前。[VM名のテンプレート]フィールド

エンドユーザがVMの名前を定義できるように
するには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[End User VM Name or VM Prefix]チェックボッ
クス

DNSドメインの名前。[DNSドメイン]フィールド

DNSサーバの IPアドレス。[DNSサーバリスト]フィールド
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ステップ 6 [Submit]をクリックします。

スタティック IP プールポリシーの作成
スタティック IPプールポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

Intercloud Fabricでは、IPプールは以下で使用されます。

• PNSC、プライベートクラウドの IntercloudFabricVSMなどのインフラストラクチャコンポー
ネント

•プロバイダークラウドの Intercloud Fabric Extenderや Intercloud Fabricスイッチなどのインフ
ラストラクチャコンポーネント

•クラウド内の仮想マシンのアドレス

IPの作成時は以下のガイドラインに従ってください。

•次の 3種類の IPプールを作成することをお勧めします。

• IPプール 1：PNSC、インフラストラクチャのセットアップ時にプライベートクラウド
で作成された Intercloud Fabric VSMなどのインフラストラクチャコンポーネント用

• IPプール2：インフラストラクチャのセットアップ時にプロバイダークラウドで作成さ
れた Intercloud Fabric Extenderや Intercloud Fabricスイッチなどのインフラストラクチャ
コンポーネント用

• IPプール 3：クラウド内の仮想マシンのアドレス用

•複数のアプリケーション層が必要な場合は、さらに多くの IPプールを作成する必要がありま
す。インフラストラクチャのセットアップ時に IPプールの詳細を表示したり編集したりで
きない場合は、IntercloudFabricのセットアップ時に、プライベートクラウドのインフラスト
ラクチャコンポーネント用の IPプールを指定する必要があります。

• 1つの IPプールを選択して、それを複数の Intercloud Fabric Cloud間で使用する場合、その IP
は通信可能である必要があります。それ以外の場合は、Intercloud Fabric Extenderと Intercloud
Fabricスイッチおよび関連サービスに十分対応できる大きなサブネットプールを使用しま
す。

• 3番目のプールセットには既存の名前は不要ですが、クラウドの仮想マシンで使用されま
す。
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手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Network]の順に選択します。

ステップ 3 [Network]ウィンドウで、[Static IP Pool Policy]タブを選択します。

ステップ 4 [Static IP Pool Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。
[Static IP Pool Policy Information]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Static IP Pool Policy Information]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。[Policy Name]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

エントリを追加するには、プラスアイコンをク

リックします。

[Static IP Pools]ペイン

ステップ 6 [Add Entry to Static IP Pools]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの IPプール範囲。[静的IPプール]フィールド

ポリシーのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

ポリシーのゲートウェイアドレス。このフィー

ルドは Intercloud Fabricにとって必須です。
[ゲートウェイIPアドレス]フィールド

ポリシーの VLAN ID。このフィールドは
Intercloud Fabricにとって必須です。

[VLAN ID]フィールド

ステップ 7 [Submit]をクリックします。

ユーザグループの作成

ユーザグループを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Administration] > [Users and Groups]の順に選択します。

ステップ 3 [Users and Group]ウィンドウで、[User Group]タブを選択します。

ステップ 4 [User Group]タブで、[Add Group]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [Add Group]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ユーザグループの名前。[Name]フィールド

ユーザグループの説明。[Description]フィールド

ユーザグループのコード。[Code]フィールド

ユーザグループが属するコストセンターの名

前。

[コストセンター]フィールド

管理者の電子メールアドレス。[連絡先の電子メール]フィールド

管理者の名前。[First Name]フィールド

管理者の姓。[Last Name]フィールド

管理者の電話番号。[Phone]フィールド

管理者の住所。[Address]フィールド

グループ共有ポリシーを選択します。

このフィールドは Intercloud Fabricに適用でき
ません。

[グループ共有ポリシー]ドロップダウンリスト

リソース制限を有効にする場合はこのチェック

ボックスをオンにし、リソース制限を無効にす

る場合はオフにします。チェックボックスをオ

ンにすると、グループに対するリソース制限を

設定するためのオプションが示され、ゼロ以外

のリソース制限がすべて適用されます。

このフィールドは Intercloud Fabricに適用でき
ません。

[Allow resourceAssignment toUsers]チェックボッ
クス
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ステップ 6 [Add]をクリックして、ユーザグループを作成します。

ユーザグループへのユーザの追加

はじめる前に

グループにユーザを追加する前に、そのグループが作成されていることを確認してください。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Administration] > [Users and Groups]の順に選択します。

ステップ 3 [ログインユーザ]タブをクリックします。

ステップ 4 [Login Users]タブで、[Add Group]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [ユーザの追加]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

ユーザロールを選択します。

[GroupAdmin]ユーザタイプは、ユー
ザグループに割り当てることができ

る唯一の管理者ユーザロールです。

（注）

[User Role]ドロップダウンリスト

ユーザが属するグループまたは顧客組織を選択

します。

[User Group]ドロップダウンリスト

ユーザのログイン名。[ログイン名]フィールド

ユーザのパスワード。

ユーザに対して Lightweight Directory
Access Protocol（LDAP）認証が設定
されている場合、パスワードはロー

カルサーバではなく、LDAPサーバ
でのみ検証されます。

（注）

[パスワード]フィールド

確認のために、ユーザのパスワードを再度入力

します。

[パスワードの確認]フィールド

ユーザの電子メールアドレス。

電子メールアドレスは、サービスリ

クエストのステータスをグループ所

有者に通知し、承認を要求するため

に必要です。

（注）

[User Contact Email（ユーザの連絡先電子メー
ル）]フィールド
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説明フィールド名

ユーザの名。[名]フィールド

ユーザの姓。[姓]フィールド

ユーザの電話番号です。[電話]フィールド

ユーザの郵便住所です。[住所]フィールド

ステップ 6 [Add]をクリックします。

VMware ネットワークポリシーの作成
VMwareネットワークポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Network]の順に選択します。

ステップ 3 [Network]ウィンドウで、[VMware Network Policy]タブをクリックします。

ステップ 4 [VMware Network Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。

ステップ 5 表示された [Network Policy Information]ウィンドウで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークポリシーの名前。[Policy Name]フィールド

ネットワークポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド

ネットワークポリシーのクラウドの名前を選択

します。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

既存のNICを選択するか、新しいポリシーを作
成します。

[NICs]ドロップダウンリスト

仮想マシンネットワークのNICのエイリアス。[NIC Name]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、NICが
編集不可になります。

[必須]チェックボックス
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説明名前

クリックして、ポートプロファイルまたはポー

トグループを選択します。

[Port Groups]ボタン

リストからポートプロファイルまたはポート

グループを選択します。選択するポートグルー

プが VMware vSwitchまたは Cisco Nexus 1000V
スイッチのポートグループである場合、その

ポートグループは Intercloud Fabric VSMで自動
的に作成されます。

Cisco Nexus 1000Vスイッチを
IntercloudFabricに追加しておきます。
ネットワーク要素の追加を参照して

ください。

（注）

[Port Profile Name]チェックボックス

保存する場合にクリックします。[Save NIC]ボタン

ステップ 6 [Submit]をクリックします。

VMware コンピューティングポリシーの作成
VMwareコンピューティングポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Computing]の順に選択します。

ステップ 3 [Computing]ウィンドウで、[VMware Computing Policy]タブを選択します。

ステップ 4 [VMware Computing Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。

ステップ 5 表示された [Add Computing Policy]ウィンドウで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前は、カタログの定義で使用

されます

（注）

[Policy Name]フィールド

ポリシーの説明。[ポリシーの説明]フィールド
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説明名前

リソース割り当てを行うクラウドを選択しま

す。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

ノードを選択するには、このチェックボックス

をオンにして、[Select]をクリックします。
[Selected Host NodesNodes]ボタン

ステップ 6 [Submit]をクリックします。

Intercloud Fabric仮想データセンターの作成
Intercloud Fabric用の仮想データセンターを作成するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

Intercloud Fabricのポリシーを作成しておきます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [IcfCloud]の順に選択します。

ステップ 3 [IcfCloud]ウィンドウで、[IcfCloud]タブをクリックします。

ステップ 4 [IcfCloud]タブで、[Add vDC]ボタンをクリックします。
[Add vDC]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Virtual Data Centers] > [Add vDC]の順に移動して、[Add
vDC]ウィザードにアクセスすることもできます。

ステップ 6 [Add vDC]ウィンドウで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

プロバイダークラウドのタイプを選択します。[Cloud Type]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [Submit]をクリックします。

ステップ 8 [Add Intercloud vDC]ウィンドウで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

一般情報
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説明名前

仮想データセンターの名前。[vDC Name]フィールド

仮想データセンターの説明。[vDC Description]フィールド

既存のユーザグループを選択するか、[Add
Group(+)]ボタンをクリックしてデータセンター
用のユーザグループを作成します。

[グループ]ドロップダウンリスト

仮想データセンターのプロバイダーアカウント

を選択します。

[Provider Account]ドロップダウンリスト

仮想データセンターの Intercloud Fabric Cloudを
選択します。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先

承認者のユーザ名。

このフィールドは、[Advanced]チェックボック
スを選択した場合にのみ表示されます。

[Approver Username]フィールド

ポリシー

既存のシステムポリシーを選択するか、仮想

データセンター用のシステムポリシーを作成す

ることを選択します。

システムポリシーを作成するには、Intercloud
Fabricシステムポリシーの作成, （7ページ）
を参照してください。

[System Policy]ドロップダウンリスト

既存のネットワークポリシーを選択するか、仮

想データセンター用のネットワークポリシーを

作成することを選択します。

ネットワークポリシーを作成するには、

Intercloud Fabricネットワークポリシーの作成,
（5ページ）を参照してください。

[Network Policy]ドロップダウンリスト

詳細設定を表示するには、このチェックボック

スをオンにします。

このフィールドは、[VMware]以外の
クラウドタイプを選択した場合にの

み表示されます。

（注）

[Advanced]チェックボックス
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説明名前

仮想データセンターに対して許可するアクティ

ブな仮想マシンの数を定義するには、この

チェックボックスをオンにします。

このフィールドは、[VMware]以外の
クラウドタイプを選択し、[Advanced]
チェックボックスを選択した場合に

のみ表示されます。

（注）

[Allowed Active VMs for the vDC]チェックボッ
クス

仮想データセンターに対して許可するアクティ

ブな仮想マシンの数。

このフィールドは、[Allowed Active
VMs for the vDC]チェックボックスを
選択した場合にのみ表示されます。

（注）

[Define the number of active VMs allowed for this
vDC]フィールド

詳細設定を表示するには、[Advanced]チェック
ボックスをオンにします。

[Deployment and Resizing Options]

テンプレートの設定を上書きするには、この

チェックボックスをオンにします。

このフィールドは、[VMware]以外の
クラウドタイプを選択し、[Advanced]
チェックボックスを選択した場合に

のみ表示されます。

（注）

[Override Template]チェックボックス

テンプレートの CPUの数。

このフィールドは、[Override Template]チェッ
クボックスを選択した場合にのみ表示されま

す。

[Define the number of CPUs]フィールド

テンプレートのメモリサイズ。

このフィールドは、[Override Template]チェッ
クボックスを選択した場合にのみ表示されま

す。

[Define the size of the Memory]フィールド

仮想データセンターの仮想マシンのサイズ変更

を許可するには、このチェックボックスをオン

にします。

このフィールドは、[VMware]以外の
クラウドタイプを選択し、[Advanced]
チェックボックスを選択した場合に

のみ表示されます。

（注）

[Allow Resizing of VM]チェックボックス
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説明名前

仮想マシンの CPUの数。

このフィールドは、[Allow Resizing of VM]
チェックボックスを選択した場合にのみ表示さ

れます。

[Define the number of CPUs]フィールド

仮想マシンのメモリサイズ。

このフィールドは、[Allow Resizing of VM]
チェックボックスを選択した場合にのみ表示さ

れます。

[Define the size of the Memory]フィールド

ステップ 9 [Add]をクリックして、パブリック Intercloud Fabric仮想データセンターを追加します。

ステップ 10 タスクの状態を表示するには、[Intercloud] > [Compute]の順に選択します。

ステップ 11 クラウドを選択し、[vDC]タブをクリックします。
vDCのレポートが表示されます。レポートの詳細については、『Cisco Intercloud Fabric User
Guide』を参照してください。

プライベート仮想データセンターの作成

Intercloud Fabric用のプライベート仮想データセンターを作成するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

Intercloud Fabricのポリシーを作成しておきます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [IcfCloud]の順に選択します。

ステップ 3 [IcfCloud]ウィンドウで、[IcfCloud]タブをクリックします。

ステップ 4 [IcfCloud]タブで、[Add vDC]ボタンをクリックします。
[Add vDC]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Virtual Data Centers] > [Add vDC]の順に移動して、[Add
vDC]ウィザードにアクセスすることもできます。

ステップ 6 [Add vDC]の次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

VMwareのクラウドタイプを選択します。[Cloud Type]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [Submit]をクリックします。

ステップ 8 [Add private vDC]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

一般情報

仮想データセンターの名前。[vDC Name]フィールド

仮想データセンターの説明。[vDC Description]フィールド

既存のユーザグループを選択するか、[Add
Group(+)]ボタンをクリックしてデータセンター
用のユーザグループを作成します。新しいユー

ザグループの作成については、ユーザグルー

プの作成, （9ページ）を参照してください。

仮想データセンターの作成後は、この値を変更

できません。

[グループ]ドロップダウンリスト

仮想データセンターのクラウドの名前を選択し

ます。

仮想データセンターの作成後は、この値を変更

できません。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

ポリシー

既存のコンピューティングポリシーを選択する

か、仮想データセンター用のコンピューティン

グポリシーを作成することを選択します。

ホスト/クラスタを選択する必要があります。
デフォルトのコンピューティングポリシーには

ホスト/クラスタがありません。

[コンピューティングポリシー]ドロップダウン
リスト
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説明名前

既存のネットワークポリシーを選択するか、仮

想データセンター用のネットワークポリシーを

作成することを選択します。

ホスト/クラスタを選択する必要があります。
デフォルトのネットワークポリシーにはホス

ト/クラスタがありません。

デフォルトのネットワークポリシーには NIC
がありません。デフォルトポリシーを変更し

てNICを追加することも、新しいネットワーク
ポリシーを作成することもできます。

ネットワークポリシーを作成するには、

Intercloud Fabricネットワークポリシーの作成,
（5ページ）を参照してください。

[Network Policy]ドロップダウンリスト

ステップ 9 [Add]をクリックして、プライベート仮想データセンターを追加します。

ステップ 10 タスクの状態を表示するには、[Intercloud] > [Compute]の順に選択します。

ステップ 11 クラウドを選択し、[vDC]タブをクリックします。
vDCのレポートが表示されます。レポートの詳細については、『Cisco Intercloud Fabric User
Guide』を参照してください。

Intercloud Fabricへのイメージのアップロード
Intercloud Fabricにイメージをアップロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [Compute]の順に選択します。

ステップ 3 [Compute]ウインドウで、[Enterprise Template]タブを選択します。

ステップ 4 [Enterprise Template]タブで、[Upload Image]ボタンをクリックします。
[Image Upload]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Image Upload]の次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

Intercloud Fabricにアップロードするイメージの
名前。このイメージは、Intercloud Fabric Cloud
のテンプレートの作成に使用されます。

[Image Name]フィールド

イメージタイプを選択します。[Image Type]ドロップダウンリスト

イメージソースを選択します。[Image Source]ドロップダウンリスト

アップロードのプロトコルを選択します。

このフィールドは、イメージソースとして

[Remote desktop]を選択した場合にのみ表示さ
れます。

[Upload Protocol]ドロップダウンリスト

リモートサーバの IPアドレス。

このフィールドは、イメージソースとして

[Remote desktop]を選択した場合にのみ表示さ
れます。

[Remove Server IP]フィールド

ユーザ名。

このフィールドは、イメージソースとして

[Remote desktop]を選択した場合にのみ表示さ
れます。

[User Name]フィールド

ユーザ名のパスワード。

このフィールドは、イメージソースとして

[Remote desktop]を選択した場合にのみ表示さ
れます。

[Password]フィールド

イメージのファイルパス。

このフィールドは、イメージソースとして

[Remote desktop]を選択した場合にのみ表示さ
れます。

[Filepath]フィールド

このボタンをクリックして、アップロードする

ファイルを選択します。

[Browse]ボタン
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ステップ 6 [Upload]をクリックして、イメージをアップロードします。

ステップ 7 [Submit]をクリックします。

ステップ 8 タスクの状態を表示するには、[Enterprise Image]タブで、タスクのサービスリクエスト番号を検
索します。

ステップ 9 [Organizations] > [Service Requests]の順に選択します。

ステップ 10 [サービスリクエスト]タブを選択します。サービスリクエスト番号を検索するか、検索フィール
ドにサービスリクエスト番号を入力します。

ステップ 11 [ViewDetails]をクリックして、ワークフローステータス、ログ、入力情報など、サービスリクエ
ストの詳細情報を表示します。

Intercloud Fabric Cloudでのテンプレートの作成
Intercloud Fabric Cloudでテンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

Intercloud Fabricにイメージをアップロードしておきます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [Compute]の順に選択します。

ステップ 3 [Compute]ウインドウで、[Enterprise Template]タブを選択します。

ステップ 4 [Enterprise Template]タブで、イメージを選択し、[Create Template in Cloud]ボタンをクリックしま
す。

[Create Template in Cloud]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Create Template in Cloud]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

テンプレートの名前。[Template Name]フィールド

テンプレートの Intercloud Fabric Cloud名。[Cloud Name]ドロップダウンリスト

Template Properties

テンプレートの CPUコアの値。可能な値は 1
～ 64です。

[CPUコア]フィールド

テンプレートのメモリの値。可能な値は 32～
1048576です。

[Memory (MB)]フィールド
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説明名前

テンプレートのディスクの値。可能な値は 32
～ 1048576です。

[Disk (GB)]フィールド

ステップ 6 [Submit]をクリックして、テンプレートを作成します。

ステップ 7 タスクの状態を表示するには、[IcfTemplates]タブで、タスクのサービスリクエスト番号を検索し
ます。

ステップ 8 [Organizations] > [Service Requests]の順に選択します。

ステップ 9 [サービスリクエスト]タブを選択します。サービスリクエスト番号を検索するか、検索フィール
ドにサービスリクエスト番号を入力します。

ステップ 10 [View]をクリックして、ワークフローステータス、ログ、入力情報など、サービスリクエストの
詳細情報を表示します。

テンプレートへのカタログの追加

テンプレートにカタログを追加するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

• Intercloud Fabricにイメージをアップロードしておきます。

•アップロードしたイメージに基づいてテンプレートを作成しておきます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Catalogs]の順に選択します。

ステップ 3 [Catalogs for all User Groups]ウィンドウで、[Catalog]タブを選択します。

ステップ 4 [Catalog]タブで、テンプレートを選択し、[Add]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [Catalog Add]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

カタログタイプを選択します。これは Intercloud
Fabricを選択する必要があります。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Submit]をクリックします。
[Create Catalog]ウィザードが表示されます。
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ステップ 7 [Create Catalog]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

基本情報

カタログの名前。[カタログ名]フィールド

カタログの説明。[カタログの説明]フィールド

カタログのアイコンを選択します。[カタログアイコン]ドロップダウンリスト

すべてのユーザグループがこのカタログを表示

できるようにするには、チェックボックスをオ

ンにします。

[すべてのグループに適用]チェックボックス

クリックして、このカタログのユーザグループ

を選択します。

[Selected Groups]ボタン

Intercloud Fabric Cloudを選択します。[Cloud Name]ドロップダウンリスト

Intercloud Fabric Cloudに関連付けられているテ
ンプレートを選択します。

[イメージ]ドロップダウンリスト

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [アプリケーションの詳細]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンのカテゴリを選択します。選択した

カテゴリに定義済みのポリシーがある場合、そ

れらのポリシーは VDCで定義されたポリシー
に優先します。

アプリケーションカテゴリの管理, （26ペー
ジ）を参照してください。

[カテゴリ]ドロップダウンリスト

仮想マシンのオペレーティングシステムを選択

します。

[OSの指定]ドロップダウンリスト

ステップ 10 [Next]をクリックします。
[Summary]ウィンドウにカタログのサマリーが一覧表示されます。
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ステップ 11 [Submit]をクリックして、カタログを作成します。

ステップ 12 タスクの状態を表示するには、[Catalog]タブで、タスクのサービスリクエスト番号を検索しま
す。

ステップ 13 [Organizations] > [Service Requests]の順に選択します。

ステップ 14 [サービスリクエスト]タブを選択します。サービスリクエスト番号を検索するか、検索フィール
ドにサービスリクエスト番号を入力します。

ステップ 15 [View]をクリックして、ワークフローステータス、ログ、入力情報など、サービスリクエストの
詳細情報を表示します。

サービス要求の作成

サービスリクエストを作成するには、次の手順を実行します。仮想マシンをプロビジョニングす

るには、最初にサービスリクエストを作成する必要があります。管理者または同等のユーザが

サービスリクエストを承認すると、仮想マシンがプロビジョニングされます。仮想マシンは、た

だちに承認することも、オリジナルのリクエストから90日以内に承認するようにスケジュールす
ることもできます。

はじめる前に

• Intercloud Fabricにイメージをアップロードしておきます。

• Intercloud Fabric Cloudにアップロードしたイメージに基づいてテンプレートを作成しておき
ます。

•テンプレートにカタログを追加しておきます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Organizations] > [Service Requests]の順に選択します。

ステップ 3 [Service Request]タブをクリックします。

ステップ 4 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 5 [Create Request]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

カタログタイプを選択します。これは Intercloud
Fabricを選択する必要があります。

[カタログタイプ]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Submit]をクリックします。
[Create Service Request]ウィザードが表示されます。
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ステップ 7 [Create Service Request]ウィザードで、[Catalog Selection]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

サービスリクエストのユーザグループを選択

します。

[グループの選択]ドロップダウンリスト

サービスリクエストのカタログを選択します。[カタログの選択]ドロップダウンリスト

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Deployment Configuration]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンをプロビジョニングする VDC。[VDCの選択]ドロップダウンリスト

VDCの説明。[Description]フィールド

ステップ 10 [Custom Specification]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

必要に応じて、vNICを選択するか、鉛筆型ア
イコンをクリックして編集します。

[VM Networks]ペイン

ステップ 11 [Edit VM Networks Entry]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンネットワークのNICのエイリアス。[NICエイリアス]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、NICが
編集不可になります。

[必須]チェックボックス

ポートグループにエントリを追加するには、プ

ラスアイコンをクリックします。

[Port Groups]ペイン

ステップ 12 [Next]をクリックします。
[Summary]ウィンドウにサービスリクエストのサマリーが一覧表示されます。
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ステップ 13 [Submit]をクリックして、サービスリクエストを作成します。

ステップ 14 タスクの状態を表示するには、[Catalog]タブで、タスクのサービスリクエスト番号を検索しま
す。

ステップ 15 [Organizations] > [Service Requests]の順に選択します。

ステップ 16 [Service Request]タブをクリックします。サービスリクエスト番号を検索するか、検索フィール
ドにサービスリクエスト番号を入力します。

ステップ 17 [View]をクリックして、ワークフローステータス、ログ、入力情報など、サービスリクエストの
詳細情報を表示します。

アプリケーションカテゴリの管理

アプリケーションカテゴリを管理するには、次の手順を実行します。アプリケーションカテゴ

リを使用すると、仮想データセンターに関連付けられているネットワークポリシーやシステムポ

リシーを上書きすることができます。

はじめる前に

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Virtual Data Center]の順に選択します。

ステップ 3 [vDC]タブで、仮想データセンターを選択し、[ManagementCategories]ボタンをクリックします。
[Virtual Data Centers for All User Groups]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 アプリケーションカテゴリを選択し、[Edit]をクリックします。
[Edit App Category]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Edit App Category]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークポリシーを選択します。[Network Policy]ドロップダウンリスト

システムポリシーを選択します。[System Policy]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Save（保存）]をクリックします。
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仮想マシンの移行

Intercloud Fabric Cloudへの仮想マシンの移行
Intercloud Fabric Cloudに仮想マシンを移行するには、次の手順を実行します。

アプリケーションカテゴリのポリシーは、仮想データセンターのポリシーに優先します。ア

プリケーションカテゴリの管理, （26ページ）を参照してください。
（注）

はじめる前に

• Intercloud Fabricに仮想データセンターを作成しておきます。

•プライベートクラウドに仮想データセンターを作成しておきます。管理ユーザの場合、こ
れは任意です。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [Compute]の順に選択します。

ステップ 3 仮想データセンターを選択します。

ステップ 4 [Migrate VM to Cloud VM]タブをクリックします。

ステップ 5 リストから仮想マシンを選択し、[Migrate VM to Cloud]ボタンをクリックします。

ステップ 6 ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンの名前。[Target VM Name]フィールド

仮想マシンの移行先としてプロバイダークラウ

ドの仮想データセンターを選択します。

[VDCの選択]ドロップダウンリスト

OSのバージョンを選択します。[Select OS Version]ドロップダウンリスト

必要に応じて、コメントを入力します。[コメント]フィールド

プライベートクラウド内の仮想データセンター

からソース仮想マシンを削除するには、この

チェックボックスをオンにします。

[Remove Source VM]チェックボックス
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ステップ 7 [Proceed]をクリックします。

プライベートクラウドへの仮想マシンの移行

プライベートクラウドに仮想マシンを移行するには、次の手順を実行します。

アプリケーションカテゴリのポリシーは、仮想データセンターのポリシーに優先します。ア

プリケーションカテゴリの管理, （26ページ）を参照してください。
（注）

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [Compute]の順に選択します。

ステップ 3 クラウド内の仮想データセンターを選択します。

ステップ 4 [VMs]タブを選択します。

ステップ 5 リストから仮想マシンを選択し、[Migrate VM on Premise]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Migrate VM on Premise]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンの名前。[Target VM Name]フィールド

仮想マシンの移行先としてプライベートクラウ

ドの仮想データセンターを選択します。

[VDCの選択]ドロップダウンリスト

OSのバージョンを選択します。[Select OS Version]ドロップダウンリスト

必要に応じて、コメントを入力します。[コメント]フィールド

クラウド内のソース仮想マシンを削除するに

は、このチェックボックスをオンします。

[Remove Source VM]チェックボックス

ステップ 7 [Proceed]をクリックします。
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